
－102－

鳥取県立鳥 取 聾 学 校（高等部）

所在地：〒680-0151　鳥取市国府町宮下1261
ＴＥＬ：０８５７－２３－２０３１
ＦＡＸ：０８５７－２７－８６０６
E-mail ： toriro-s@mailk.torikyo.ed.jp
ＵＲＬ：https://www.torikyo.ed.jp/toriro-s/
創　立：明治43年７月10日

学 校 案 内 図

生徒数

学科・コース名
１年 ２年 ３年

男 女 男 女 男 女

産 業 工 芸 科 １ ０ １ ０ ０ ０

生活デザイン科 ２ ０ ０ ０ １ ０

普　 通　 科 ０ ０ ４ ０ ２ ０

（令和５年５月１日現在）

令和６年度　設置学科
　○普通科（単一・重複）○産業工芸科
　○生活デザイン科

利用交通機関
・ＪＲ鳥取駅よりバス約20分
　「岩倉」下車徒歩10分または「県立盲・聾学校」
　下車すぐ

『きこえ』に配慮した学びを提供

　本校は、聴覚障がいのある幼児・児童・生徒のた
めの本県唯一の学校です。明治43年に「鳥取盲唖学
校」として設立されて以来、113年目となる歴史あ
る学校です。
　本校は、一人一人の『きこえ』に応じた、きめ細
かな教育を行う学校です。普通科・産業工芸科・生
活デザイン科があり、教科学習や実習、自立活動を
とおして、社会自立（職業自立・生活自立）と自己
実現を目指しています。進路に関しては、進学・就
職ともに生徒の希望を尊重し、見学や体験・実習の
機会を確保し、進路実現に向けて取り組んでいます。
　生徒会活動や部活動（卓球・陸上・写真・茶道）
も盛んで、特に写真部は全国的に高く評価されてい
ます。全国高校生手話パフォーマンス甲子園への出
場など、生徒が主体となった取組にも力を入れてい
ます。また、自宅からの通学が困難な生徒は隣接す
る寄宿舎に入舎でき、安心して学校生活を送ること
ができます。

在校生のメッセージ在校生のメッセージ
☆静かな環境で少人数で勉強することができ、質問

もしやすいです。学校祭や手話パフォーマンスを、
みんなで話し合いをしながら、生徒が中心となっ
て協力して作り上げていくことに達成感がありま
す。（普通科単一生徒）

☆教科学習と職業や自立活動などの学習があり、自
分の将来の目標に向けて幅広く学ぶことができま
す。自分の強みを活かして行事や体験学習を頑
張っています。（普通科重複生徒）

☆ものづくり基礎、情報技術基礎、工芸学習などの
専門教科があります。他にも選択教科もあるので、
興味のある人はぜひ来てください。手話も慣れれ
ば簡単です。（産業工芸科生徒）

☆生活デザイン科は、調理、被服などを中心に勉強
しています。調理や被服に関する技術検定を受け
ることもできます。毎年、学校祭にいろいろな商
品を製作して販売をし、お客さんに喜んでもらっ
ています。（生活デザイン科生徒）

こんな皆さんと学びたい！
　　○たくましく生きたい人
　　○人と人とのつながりを深めたい人
　　○職業人としての基本を身につけたい人
　　○教養を高め、自分の可能性を広げたい人

公式ホームページ

第９回全国高校生手話パフォーマンス
甲子園の出場動画はこちら→
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産業工芸科

　木工や木工に関係する製図、材
料を中心として学習をします。専
門の工具や機械、情報機器を使い
ます。より職場の環境に近い形で
学習をしながら、仕事の楽しさや

喜びを感じ、仕事で自立するための
力を身に付けます。

生活デザイン科

　食物や被服などを中心に、情報、
保育、福祉などの専門科目を幅広く
学びます。実習などの体験的な学習
を重視することで、自ら考え判断し、
主体的に実践できる生徒の育成を目
指します。

普通科
　基礎･基本の習得を重
視し、個々に応じた指
導・支援で確かな学力を
付け、幅広い進路選択に
対応します。

　聴覚以外の障がいを併
せ有する生徒に対し、き
め細やかな指導・支援を
行います。自立して豊か
な生活を送るための知
識・技能を身に付けます。

～進路状況（過去５年間）～

進　学　 島根大学
（大学等） 国立吉備高原職業リハビリテーションセンター

就職等　　米子市役所特定業務職
　　　　　株式会社源吉兆庵米子工場
　　　　　日立フェライト電子株式会社
　　　　　社会福祉法人敬仁会よなご大平園
　　　　　特定非営利活動法人あおぞら
　　　　　就労継続支援センターふくろう　等

取得可能な検定・資格
鳥取県福祉ヘルプメイト
全国高等学校家庭科技術検定

（被服製作・食物調理）
実用英語技能検定　読字力検定
実用数学技能検定　日本漢字能力検定

特色ある行事・教育活動
職場見学　　　　　先輩の話を聞く会
現場体験学習　　　手話パフォーマンス甲子園
近隣高校との交流　体験入学（中２・３生対象）
弁論大会　　　　　中国地区ろう学校体育大会
遠藤記念日　　　　初釜

部　活　動

　大会で練習の成果を
十分発揮することと、
自己記録更新を目標に
日々練習に取り組んで
います。中国地区ろう
学校体育大会で他校の
生徒と競うことを楽し
みに頑張っています。～ 陸上部 ～

　校外で撮影したり、
各コンテストに応募し
たりしています。全国
高等学校総合文化祭や
近畿高等学校総合文化
祭に参加するなど、県
外に行く機会もあり、
校内では体験できない
ことを写真部ではたく
さん経験することがで
きます。

～ 写真部 ～

　卓球の楽しさを味わ
いつつ、日々、技術・
体力の向上をめざして
います。また、中国地
区ろう学校体育大会な
どの大会に向けて、試
合 時 の マ ナ ー、 チ ー
ムワークを大切にしな
がら練習に励んでいま
す。

～ 卓球部 ～

　隔週火曜日に稽古を
しています。お点前を
覚えるだけでなく、季
節の移ろいや茶掛けの
言葉、茶花等の日本の
伝統文化についても学
んでいます。学校祭で
はお茶席を設け、創立
者遠藤董先生の誕生日
には初釜を行ってお点
前を披露しています。

～ 茶道部 ～


